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探
　
訪

　
先

目
　
的

氏
　
名

関
係
部
門

頁

代
表
者

1

宮
城
県
仙
台
市
・
登
米
市

宮
城
県
下
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

林 

遼
・
谷
本
隆
之
・
村
井
祐
樹

中
世

87

村
井
祐
樹

2

茨
城
県
水
戸
市
立
博
物
館

吉
見
文
書
の
調
査
・
撮
影

堀
川
康
史
・
木
下
竜
馬

古
代
・
古
文
書

87

木
下
竜
馬

3

群
馬
県
新
田
荘
歴
史
資
料
館

長
楽
寺
聖
教
史
料
調
査
撮
影

菊
地
大
樹

古
記
録

87

菊
地
大
樹

4

富
山
県
宮
﨑
文
庫
記
念
館

宮
﨑
文
庫
記
念
館
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

末
柄 

豊
・
田
島 

公
・
畑
山
周
平
・
村
井
祐
樹
・

林 

晃
弘

古
代
・
中
世
・

近
世

87

林 

晃
弘

5

長
野
県
上
田
市
・
長
野
市

長
野
県
下
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

畑
山
周
平
・
谷
本
隆
之
・
村
井
祐
樹

中
世

88

村
井
祐
樹

6

三
重
県
津
市
・
志
摩
市

三
重
県
下
中
近
世
史
料
調
査

山
家
浩
樹
・
末
柄 

豊
・
渡
邉
正
男

中
世
・
特
殊

88

渡
邉
正
男

7

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
・
彦
根
市

滋
賀
県
下
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

村
井
祐
樹

中
世

90

村
井
祐
樹

8

滋
賀
県
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
お
け
る
大
嶋

神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
の
調
査
・
撮
影

村
井
祐
樹
・
谷 

昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
井
上 

聡

中
世
・
古
記
録
・

技
術

90

井
上 

聡

9

京
都
府
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
総
合
博
物
館

京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
総
合
博
物
館
所
蔵
『
薩

戒
記
』
の
原
本
校
正

遠
藤
珠
紀

古
記
録

90

遠
藤
珠
紀

10

京
都
府
青
蓮
院
門
跡

青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
調
査
撮
影

（
第
一
回
）菊
地
大
樹
・
藤
原
重
雄
・
小
塩 

慶
・
林 

遼
、（
第

二
回
）
菊
地
大
樹
・
藤
原
重
雄
・
新
井
重
行
・
小
塩 

慶

古
代
・
中
世
・

古
記
録

90

菊
地
大
樹

11

京
都
府
徳
禅
寺

徳
禅
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
・
原
本
校
正

谷 

昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
小
瀬
玄
士

古
文
書
・
技
術

90

小
瀬
玄
士

12

京
都
府
醍
醐
寺

醍
醐
寺
文
書
の
原
本
校
正

小
瀬
玄
士
・
高
橋
慎
一
朗

古
文
書

91

高
橋
慎
一
朗

13

京
都
府
醍
醐
寺

醍
醐
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

谷 

昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
小
塩 

慶
・
海
上
貴
彦
・

高
橋
慎
一
朗

古
代
・
中
世
・

古
文
書
・
技
術

91

高
橋
慎
一
朗

14

京
都
府
醍
醐
寺

醍
醐
寺
文
書
の
原
本
校
正

遠
藤
基
郎
・
高
橋
慎
一
朗

古
文
書

91

高
橋
慎
一
朗
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15

京
都
府
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
「
明
和
四
年

東
行
之
日
記
」
の
調
査

松
澤
克
行
・
荒
木
裕
行

近
世

91

荒
木
裕
行

16

京
都
府
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
所
蔵
『
平
記
』『
後
法

興
院
記
』
の
原
本
調
査

尾
上
陽
介
・
遠
藤
珠
紀
・
井
上 

聡

古
記
録

91

井
上 

聡

17

京
都
府
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫

陽
明
文
庫
所
蔵
「
近
衛
文
書
」
の
調
査
・
撮
影

松
澤
克
行
・
荒
木
裕
行
・
山
本
一
夫

近
世

91

松
澤
克
行

18

京
都
府
仁
和
寺

仁
和
寺
所
蔵
史
料
（
御
経
蔵
）
の
調
査
・
撮
影

岡
本 

真
・
須
田
牧
子
・
林 

晃
弘
・
林 

遼
・
藤
原
重

雄
・
川
本
慎
自

古
代
・
中
世
・

近
世
・
特
殊

91

川
本
慎
自

19

京
都
府
東
山
御
文
庫

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
の
調
査

末
柄 

豊
・
渡
邉
正
男
・
藤
原
重
雄
・
新
井
重
行
・

小
塩 

慶
・
海
上
貴
彦

古
代
・
中
世

92

新
井
重
行

20

京
都
府
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

東
寺
百
合
文
書
の
原
本
調
査

遠
藤
基
郎
・
木
下
竜
馬

古
文
書

92

木
下
竜
馬

21

京
都
府
京
都
市
歴
史
資
料
館

岩
佐
家
文
書
の
調
査
・
撮
影

金
子 

拓
・
木
下
竜
馬
・
谷
本
隆
之

中
世
・
古
文
書

92

金
子 

拓

22

京
都
府
賀
茂
別
雷
神
社

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・
撮
影

石
津
裕
之
・
遠
藤
珠
紀
・
遠
藤
基
郎
・
金
子 

拓
・

高
山
さ
や
か
・
谷
本
隆
之

中
世
・
近
世
・
古
文

書
・
古
記
録
・
技
術

92

金
子 

拓

23

京
都
府
京
都
国
立
博
物
館

東
福
寺
栗
棘
庵
所
蔵
「
聖
一
国
師
印
信
」
調
査
撮

影

菊
地
大
樹
・
高
山
さ
や
か
・
桑
田
恵
里

古
記
録
・
技
術

93

菊
地
大
樹

24

京
都
府
聖
護
院
門
跡

聖
護
院
文
書
の
調
査
撮
影

木
下
竜
馬
・
藤
原
重
雄

古
代
・
古
文
書

93

藤
原
重
雄

25

奈
良
県
春
日
大
社

春
日
大
社
所
蔵
史
料
の
調
査

遠
藤
基
郎
・
藤
原
重
雄

古
代
・
古
文
書

93

藤
原
重
雄

26

奈
良
県
薬
師
寺

薬
師
寺
所
蔵
史
料
の
調
査

海
上
貴
彦
・
及
川 

亘
・
菊
地
大
樹
・
小
瀬
玄
士
・

林 

晃
弘
・
前
川
祐
一
郎

中
世
・
近
世
・
古

文
書
・
古
記
録

94

及
川 

亘

27

奈
良
県
西
大
寺

真
言
律
宗
総
本
山
西
大
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
原

本
校
正

末
柄 

豊
・
高
橋
慎
一
朗
・
西
田
友
広
・
小
瀬
玄
士

中
世
・
古
文
書

94

小
瀬
玄
士

28

奈
良
県
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

正
倉
院
文
書
調
査

山
口
英
男
・
稲
田
奈
津
子
・
新
井
重
行
・
小
塩 

慶

古
代

94

稲
田
奈
津
子

29

奈
良
県
東
大
寺

東
大
寺
文
書
の
原
本
調
査

遠
藤
基
郎
・
木
下
竜
馬
・
高
橋
慎
一
朗

古
文
書

94

遠
藤
基
郎

30

奈
良
県
五
條
文
化
博
物
館

三
箇
家
文
書
・
大
日
寺
旧
蔵
文
書
調
査
撮
影

菊
地
大
樹
・
木
下
竜
馬

古
文
書
・
古
記

録

94

菊
地
大
樹

31

大
阪
府
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

武
田
科
学
振
興
財
団
所
蔵
『
実
躬
卿
記
』
自
筆
本

に
よ
る
原
本
校
正

菊
地
大
樹
・
遠
藤
珠
紀

古
記
録

95

菊
地
大
樹
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32

大
阪
府
堺
市
・
大
阪
市

堺
市
・
大
阪
市
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

西
田
友
広
・
小
瀬
玄
士
・
村
井
祐
樹

中
世
・
古
文
書

95

村
井
祐
樹

33

岡
山
県
・

鳥
取
県
岡
山
市
・
鳥
取
市

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
お
よ
び
鳥
取

県
立
博
物
館
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

杉
本
史
子
・
箱
石 

大
・
菊
地
智
博

近
世

95

菊
地
智
博

34

山
口
県
山
口
県
文
書
館

山
口
県
文
書
館
所
蔵
毛
利
家
文
庫
史
料
の
調
査
・

原
本
校
正

小
野 

将
・
立
石 

了

近
世

97

立
石 

了

35

香
川
県
萩
原
寺

萩
原
寺
所
蔵
地
蔵
院
聖
教
お
よ
び
萩
原
寺
文
書
の

調
査
・
撮
影

井
上 

聡
・
遠
藤
珠
紀
・
末
柄 

豊
・
畑
山
周
平
・

山
口
英
男

古
代
・
中
世
・

古
記
録

97

末
柄 

豊

36

高
知
県
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
・
高
知
県
高
知
城
歴
史
博

物
館

高
知
県
高
知
城
歴
史
博
物
館
お
よ
び
高
知
県
立
歴
史

民
俗
資
料
館
に
お
け
る
中
世
史
料
の
調
査
・
撮
影

岡
本 

真
・
井
上 

聡

古
記
録
・
特
殊

97

井
上 

聡

37

福
岡
県
柳
川
市

福
岡
県
柳
川
市
・
天
叟
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮

影

谷 

昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
畑
山
周
平

中
世
・
技
術

99

畑
山
周
平

38

大
分
県
中
津
市
歴
史
博
物
館

大
分
県
中
津
市
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
中
世
史
料

の
調
査
・
撮
影

尾
上
陽
介
・
井
上 

聡

古
記
録

99

井
上 

聡

39

長
崎
県
西
山
寺
・
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー

西
山
寺
文
書
の
調
査
・
撮
影

岡
本 

真
・
須
田
牧
子
・
川
本
慎
自

中
世
・
特
殊

100

川
本
慎
自

40

熊
本
県
熊
本
大
学
附
属
図
書
館

公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
所
蔵
・
熊
本
大
学
寄
託

「
細
川
家
史
料
」
の
調
査
・
撮
影

立
石 

了
・
林 

晃
弘
・
山
口
和
夫

近
世

101

林 

晃
弘



１　

宮
城
県
下
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
○
二
三
年
一
〇
月
一
九
～
二
○
日
、
宮
城
県
仙
台
市
お
よ
び
登
米
市
に
出
張
し
、
所

在
中
世
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
主
な
撮
影
史
料
は
以
下
の
通
り
。

〔
渋
谷
氏
所
蔵
文
書
〕

〔
大
内
文
書
〕
登
米
市
教
育
委
員
会
所
蔵

〔
登
米
伊
達
文
書
〕
登
米
懐
古
館
所
蔵

　

当
日
は
、
渋
谷
和
邦
氏
・
登
米
市
歴
史
博
物
館
小
野
寺
智
哉
氏
・
山
崎
智
子
氏
に
は
た

い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

�

（
林
遼
・
谷
本
隆
之
・
村
井
祐
樹
）

２　

吉
見
文
書
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
九
月
一
一
日
、
水
戸
市
立
博
物
館
を
会
場
に
お
借
り
し
、
吉
見
文
書
（
個

人
蔵
）の
調
査
と
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。『
茨
城
県
史
料　

中
世
編
Ⅱ
』（
一
九
七
四
）

に
は
、
本
文
書
か
ら
中
世
文
書
三
点
（
天
文
二
年
三
月
日
大
掾
（
？
）
清
幹
感
状
、（
年

未
詳
）
一
一
月
二
六
日
富
田
邦
信
書
状
、
鹿
島
治
時
兵
法
伝
書
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
上
記
中
世
文
書
三
点
の
ほ
か
、
文
安
元
年
八
月
一
五
日
に
飯
尾
常
房

が
書
写
し
た
御
成
敗
式
目
古
写
本
一
本
、
ま
た
家
伝
の
近
世
文
書
等
を
撮
影
し
た
。
今
回

の
調
査
に
あ
た
り
、宮
内
教
男（
日
立
市
郷
土
博
物
館
）、藤
井
達
也（
水
戸
市
立
博
物
館
）、

貫
井
裕
恵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）、
中
根
正
人
の
諸
氏
か
ら
の
多
大
な
ご
協
力
・
ご

教
示
に
預
か
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
堀
川
康
史
・
木
下
竜
馬
）

３　

長
楽
寺
聖
教
史
料
調
査
撮
影

　

群
馬
県
太
田
市
新
田
荘
歴
史
資
料
館
に
出
張
し
、
同
市
長
楽
寺
所
蔵
聖
教
史
料
の
調
査

な
ら
び
に
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
同
調
査
は
、
①
二
二
年
一
一
月
一
八
・
一
九
日
、
②
二

四
年
二
月
六
～
七
日
の
二
回
に
分
け
て
実
施
し
た
。

　

な
お
、
第
一
回
に
つ
い
て
は
小
山
聡
子
氏
（
二
松
学
舎
大
学
）・
具
知
會
氏
（
東
京
大

学
文
学
部
特
任
研
究
員
）、
両
回
に
つ
い
て
藤
井
雅
子
氏
（
日
本
女
子
大
学
）
の
ご
協
力

を
得
た
。

�

（
菊
地
大
樹
）

４　

宮
﨑
文
庫
記
念
館
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
六
月
一
日
・
二
日
、
一
〇
月
二
七
日
、
富
山
県
黒
部
市
の
宮
﨑
文
庫
記
念

館
に
出
張
し
、
同
館
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
本
調
査
は
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
一
般
共
同
研
究
「
富
山
県
下
（
越
中
国
）
中
近
世
文
書
の
研
究
資
源
化
」（
研

究
代
表
者
・
萩
原
大
輔
氏
）
研
究
グ
ル
ー
プ
と
合
同
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に

あ
た
っ
て
は
館
長
飯
村
滋
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
富
山
市
郷
土
博
物
館
萩

原
大
輔
氏
に
ご
仲
介
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

　

撮
影
史
料
は
左
記
の
通
り
。
番
号
は
飯
村
滋
編
『
宮
﨑
家
累
代
の
古
典
籍　

庫
書
筆
覧
』

（
尊
史
庵
宮
﨑
文
庫
記
念
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
。

Ⅰ
―
三	

正
源
記�

一
巻

Ⅰ
―
四	

東
寺
録
外
目
録�

一
冊

Ⅰ
―
五	

千
手
経
述
秘�

二
冊

Ⅰ
―
六	

舎
利
講
式�

一
巻

Ⅰ
―
七	

不
空
羂
索
神
変
真
言
経
巻
第
九�

一
冊

Ⅰ
―
八	

泥
梨
経�

一
冊

Ⅰ
―
九	

佛
為
黄
竹
園
老
婆
羅
門
説
覚
経�

一
冊

Ⅰ
―
一
〇	

後
鳥
羽
天
皇
筆
歌�

一
点

Ⅰ
―
一
一	

後
鳥
羽
天
皇
尊
影�

一
点

Ⅰ
―
一
四	

金
胎
両
部
御
修
法�

一
巻

Ⅰ
―
一
六	

大
唐
当
朝
秘
口
伝�

一
冊

Ⅰ
―
一
八	

四
字
抄�

二
冊

Ⅰ
―
二
一	
後
醍
醐
天
皇
筆
歌�

一
点

Ⅰ
―
二
二	
尊
良
親
王
歌
切�

一
点

Ⅰ
―
二
三	

二
条
為
定
歌�

一
点
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Ⅰ
―
二
五	

摂
関
家
御
教
書�

一
通

Ⅰ
―
二
六	

白
表
紙
目
録�

一
巻

Ⅰ
―
二
九	

尊
円
法
親
王
古
歌�

一
点

Ⅰ
―
三
二	

東
要
記
抜
書�

一
冊

Ⅰ
―
三
五	

秘
鈔
巻
第
十
六�

一
巻

Ⅰ
―
三
九	
敦
盛
絵
巻�

二
巻

Ⅰ
―
四
五	
佐
々
成
政
知
行
宛
行
状�

一
通

Ⅰ
―
四
七	

護
良
親
王
像�

一
点

Ⅰ
―
四
八	

織
田
信
良
知
行
宛
行
状�

一
通

Ⅰ
―
四
九	�



土
岐
頼
武
知
行
宛
行
状
写
・
木
下
秀
吉
書
状
写
・
織
田
信
長
書
状
写�

�

一
巻
三
通

Ⅰ
―
五
一	

明
智
光
秀
・
羽
柴
秀
吉
・
滝
川
一
益
知
行
目
録
写�

一
通

Ⅰ
―
五
四	

五
密
口
訣�

一
冊

Ⅰ
―
六
六	

足
利
義
詮
御
判
御
教
書�

一
通

Ⅰ
―
六
八	

玄
証
本
宮
毘
羅
大
将
像�

一
点

Ⅱ
―
二	

前
田
利
長
書
状�

一
通

Ⅱ
―
三	

直
江
兼
続
書
状�

一
通

Ⅱ
―
四	

春
玉
秘
抄�

一
巻

Ⅱ
―
七	

四
季
物
語�

一
冊

Ⅱ
―
一
三	

自
讃
歌�

一
冊

Ⅱ
―
六
五	

関
ヶ
原
陣
之
砌
津
之
城
松
坂
並
湯
田
野
合
戦
之
事�

一
冊

Ⅱ
―
九
五	

江
戸
献
上
使
略
記�
一
冊

Ⅱ
―
一
三
三	

嘉
永
七
年
甲
寅
地
震
雑
記�
一
冊

Ⅱ
―
一
三
六	

多
武
峰
大
織
冠
尊
像
御
破
裂
目
録�

一
冊

Ⅱ
―
一
三
七	

弁
顕
密
二
教
論�

一
冊

Ⅳ
―
三
四	

叙
位
記�

一
巻

�

（
末
柄
豊
・
田
島
公
・
畑
山
周
平
・
村
井
祐
樹
・
林
晃
弘
）

５　

長
野
県
下
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
○
二
三
年
六
月
一
四
～
一
五
日
、
長
野
県
上
田
市
お
よ
び
長
野
市
に
出
張
し
、
所
在

中
世
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
主
な
撮
影
史
料
は
以
下
の
通
り
。

〔
願
行
寺
文
書
〕

〔
信
綱
寺
文
書
〕

〔
真
田
宝
物
館
所
蔵
文
書
〕

〔
横
田
文
書
〕
真
田
宝
物
館
寄
託

〔
片
岡
文
書
〕
真
田
宝
物
館
寄
託

〔
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
文
書
〕

〔
池
口
文
書
〕
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵

〔
高
坂
文
書
〕
長
野
県
立
歴
史
館
寄
託

〔
丸
山
氏
所
蔵
文
書
〕
長
野
県
立
歴
史
館
寄
託

〔
村
石
正
行
氏
所
蔵
文
書
〕
長
野
県
立
歴
史
館
寄
託

　

当
日
は
、
願
行
寺
ご
住
職
様
、
真
田
宝
物
館
山
中
さ
ゆ
り
氏
・
米
沢
愛
氏
、
長
野
県
立

歴
史
博
物
館
村
石
正
行
氏
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

�

（
畑
山
周
平
・
谷
本
隆
之
・
村
井
祐
樹
）

６　

三
重
県
下
中
近
世
史
料
調
査

　

二
〇
二
四
年
二
月
一
〇
日
～
一
四
日
、
三
重
県
下
所
在
中
・
近
世
史
料
の
調
査
・
撮
影

を
行
っ
た
。
今
年
度
の
調
査
地
点
は
津
市
及
び
志
摩
市
で
あ
る
。
史
料
所
蔵
者
各
位
及
び

調
査
に
立
ち
会
わ
れ
た
各
位
並
び
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
三
重
県
総
合
博
物
館
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
以
下
に
調
査
先
及
び
調
査
・
撮
影
史
料
の
概
要
を
掲
げ
る
。

石
水
博
物
館　

津
市

　

本
所
で
は
一
九
九
四
年
度
・
一
九
九
五
年
度
に
調
査
・
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
三
〇
号
・
第
三
四
号
「
史
料
採
訪
」
の
「
石

水
博
物
館
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
れ
以
後
に
収
蔵
さ
れ
た
史

料
を
調
査
・
撮
影
す
る
と
と
も
に
、
改
竄
の
跡
が
見
ら
れ
る
「
祇
園
社
旧
蔵
文
書
」
を
カ
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ラ
ー
に
よ
っ
て
再
撮
影
し
た
。
な
お
、『
三
重
県
史　

資
料
編　

中
世
２
』（
三
重
県
、
二

〇
〇
五
年
）
参
照
。

石
水
博
物
館
所
蔵
史
料

一
、
建
長
元
年
一
二
月
一
六
日	 

関
東
御
教
書�

（
掛
幅
装
・
竪
紙
）
一
通
一
軸

一
、
九
月
一
八
日	
　
　
　
　

 

後
伏
見
上
皇
院
宣�

（
掛
幅
装
・
竪
紙
）
一
通
一
軸

一
、（
年
月
日
未
詳
）	　
　
　
　

 

三
条
西
実
隆
消
息�

（
竪
折
紙
）
一
通

一
、
八
月
二
八
日	

　
　
　
　

 
狩
野
永
徳
書
状�

（
掛
幅
装
・
続
紙
）
一
通
一
軸

一
、「
消
息
継
合
巻
物
」	

�

（
巻
子
装
）
一
巻

・
三
日	

　
　

近
衛
信
尹
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
三
月
一
六
日	

　
　

九
条
輔
実
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
八
月
二
三
日	

　
　

中
院
通
茂
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
一
八
日	

　
　

飛
鳥
井
雅
章
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
三
月
一
二
日	

　
　

烏
丸
光
広
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
八
日	

　
　

烏
丸
光
雄
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
二
三
日	

　
　

風
早
実
種
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
二
月
二
六
日	

　
　

二
楽
軒
宋
世�

（
飛
鳥
井
雅
康
）
消
息
（
切
続
紙
）
一
通

・
五
月
一
一
日	

　
　

沢
庵
宗
彭
消
息�
（
竪
紙
）
一
通

・
一
一
月
一
八
日	

　
　

江
月
宗
玩
消
息�
（
竪
紙
）
一
通

・
四
月
五
日	

　
　

玉
室
宗
珀
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
五
月	

　
　

石
川
丈
山
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
四
日	

　
　

小
堀
宗
甫
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
一
一
月
二
一
日	

　
　

金
森
宗
和
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
五
月
二
二
日	

　
　

松
花
堂
昭
乗
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
即
刻	

　
　

法
童
坊
孝
以
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
二
月
二
日	

　
　

中
村
久
越
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
五
月
二
七
日	

　
　

萩
坊
乗
円
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
一
〇
月
六
日	

　
　

平
野
仲
安
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
閏
月
二
〇
日	

　
　

龍
禅
院
寂
源
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
乃
刻	

　
　

藤
木
駿
河
守
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
二
六
日	

　
　

本
阿
弥
光
徳
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
四
日	

　
　

本
阿
弥
光
悦
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
一
二
月
晦
日	

　
　

小
嶋
宗
真
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
一
一
月
六
日	

　
　

鳥
飼
宗
慶
消
息�

（
続
紙
）
一
通

・
立
春	

　
　

寺
田
無
禅
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
四
月
二
二
日	

　
　

加
藤
磐
齋
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
一
一
月
三
日	

　
　

観
世
黒
雪
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

・
七
月
八
日	

　
　

北
向
雲
竹
消
息�

（
竪
紙
）
一
通

　
　
　

○�

正
徳
三
年
五
月
付
の
神
田
道
伴
に
よ
る
目
録
が
附
属
す
る
。
史
料
名
「
消
息
継

合
巻
物
」
は
目
録
に
よ
る
。

一
、
祇
園
社
旧
蔵
文
書�

（
巻
子
装
）
五
巻

　
　
　

○�

詳
細
は
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
三
四
号
・『
三
重
県
史　

資
料
編　

中
世
２
』
参
照
。

片
田
自
治
会　

志
摩
市

片
田
自
治
会
所
蔵
大
般
若
経

　

折
本
装
（
も
と
巻
子
装
）。
五
九
九
帖
。
承
和
九
年
（
八
四
二
）
頃
書
写
と
推
定
さ
れ

る
「
池
上
内
親
王
願
経
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
経
本
が
集
め

ら
れ
て
い
る
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
頃
、
円
空
が
欠
巻
を
補
い
、
修
理
す
る
と
と
も

に
、
概
ね
一
〇
巻
ご
と
の
見
返
し
に
墨
絵
を
描
い
た
。
三
重
県
指
定
有
形
文
化
財
。
前
年

度
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
全
巻
の
書
誌
事
項
調
査
、
表
紙
・
巻
末
・
巻
首
の
撮
影
を

完
了
し
た
。
稲
城
信
子
「
大
般
若
経
と
勧
進
―
特
に
三
重
県
・
片
田
漁
業
組
合
所
蔵
大
般

若
経
を
中
心
に
―
」（『
千
葉
乗
隆
博
士
古
稀
記
念　

日
本
の
社
会
と
佛
教
』永
田
文
昌
堂
、

一
九
九
〇
年
）・『
三
重
県
総
合
博
物
館
第
三
二
回
企
画
展　

三
重
の
円
空　

図
録
』（
三

重
県
総
合
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

立
神
区　

志
摩
市

立
神
区
所
蔵
大
般
若
経

　

折
本
装
（
も
と
巻
子
装
）。
六
〇
〇
帖
。
仁
安
・
承
安
・
建
久
・
元
久
・
正
応
等
の
奥

書
が
見
ら
れ
る
。
延
宝
二
年
、
円
空
が
欠
巻
を
補
い
、
修
理
す
る
と
と
も
に
、
一
〇
〇
巻

を
超
え
る
経
巻
の
見
返
し
に
墨
絵
を
描
い
た
。
三
重
県
指
定
有
形
文
化
財
。
前
年
度
か
ら

継
続
し
て
行
っ
て
き
た
書
誌
事
項
調
査
、
表
紙
・
巻
末
・
巻
首
の
撮
影
は
、「
あ
べ
の
ハ

ル
カ
ス
美
術
館
開
館
一
〇
周
年
記
念　

円
空
―
旅
し
て
、
彫
っ
て
、
祈
っ
て
―
」
に
出
陳
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中
の
巻
第
五
八
四
を
除
く
五
九
九
帖
を
終
了
し
た
。
巻
第
五
八
四
に
つ
い
て
は
、
今
後
何

ら
か
の
か
た
ち
で
補
い
た
い
。『
三
重
県
総
合
博
物
館
第
三
二
回
企
画
展　

三
重
の
円
空

　

図
録
』
参
照
。

�

（
山
家
浩
樹
・
末
柄
豊
・
渡
邉
正
男
）

７　

滋
賀
県
下
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
○
二
三
年
五
月
三
○
～
三
一
日
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
お
よ
び
彦
根
市
に
出
張
し
、

所
在
中
世
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
主
な
撮
影
史
料
は
以
下
の
通
り
。

〔
橋
本
文
書
〕

〔
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
（
中
世
分
）〕

　

当
日
は
、
近
江
八
幡
市
教
育
委
員
会
烏
野
茂
治
氏
・
同
総
合
政
策
部
永
福
采
音
氏
、
彦

根
城
博
物
館
竹
内
光
久
氏
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

�

（
村
井
祐
樹
）

８　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
お
け
る
大
嶋
神

社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
四
年
三
月
に
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
お
い
て
、
同
館
寄
託
の
大
嶋

神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
（
全
二
二
三
点
）
の
調
査
・
撮
影
を
実
施
し
た
。
収
載
文
書
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
館
編
『
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
』（
昭
和
六
一
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
本
調
査
・
撮
影
は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
一
般
共
同
研
究
「
近

江
国
惣
村
文
書
を
対
象
と
し
た
横
断
的
原
本
研
究
の
試
み
」（
研
究
代
表　

宇
佐
見
隆
之
・

滋
賀
大
学
教
授
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
調
査
・
撮
影
を
ご
許
可
い
た
い
た
大
嶋
神
社
・

奥
津
嶋
神
社
な
ら
び
に
、
特
段
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料

館
に
あ
つ
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
村
井
祐
樹
・
谷
昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
井
上
聡
）

９　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
総
合
博
物
館
所
蔵『
薩
戒
記
』

の
原
本
校
正

　

二
〇
二
三
年
九
月
五
日
・
七
日
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
お
よ
び
総
合
博
物
館
（
京
都

府
京
都
市
）
に
お
い
て
、
大
日
本
古
記
録
『
薩
戒
記　

七
』
編
纂
の
た
め
の
原
本
校
正
を

行
っ
た
。

�

（
遠
藤
珠
紀
）

10　

青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
調
査
撮
影

　

京
都
府
京
都
市
青
蓮
院
門
跡
に
出
張
し
、
吉
水
蔵
聖
教
の
調
査
な
ら
び
に
写
真
撮
影
を

行
っ
た
。
同
聖
教
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
大
部
分
が
撮
影
さ

れ
て
い
る
が
、一
部
未
撮
影
の
部
分
等
が
あ
り
、ま
た
朱
点
そ
の
他
の
確
認
や
永
年
保
存
・

公
開
の
観
点
か
ら
も
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
再
撮
影
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
間
、
同

門
跡
に
よ
る
格
段
の
ご
理
解
・
ご
配
慮
に
よ
り
本
事
業
の
開
始
に
至
っ
た
。
本
事
業
は
悉

皆
撮
影
を
目
標
に
、
継
続
的
に
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
本
事
業
は
、
龍
谷
大
学
阿
部
泰
郎
特
任
教
授
・
道
元
徹
心
教
授
他
の
ご
協
力
を
得

て
開
始
し
た
。

（
第
一
回
）
二
三
年
六
月
一
五
～
一
八
日
、
第
八
函
（
七
～
一
二
号
）
～
第
一
六
函
ま
で

を
撮
影
し
た
。

�

（
菊
地
大
樹
・
藤
原
重
雄
・
小
塩
慶
・
林
遼
）

（
第
二
回
）
二
四
年
二
月
一
〇
～
一
四
日
、
第
一
七
函
～
第
二
六
函
ま
で
を
撮
影
し
た
。

�

（
菊
地
大
樹
・
藤
原
重
雄
・
新
井
重
行
・
小
塩
慶
）

11　

徳
禅
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
・
原
本
校
正

　

二
〇
二
四
年
二
月
一
八
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て
、
京
都
府
京
都
市
の
徳
禅
寺
に
出
張

し
、
同
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
う
と
と
も
に
、『
大
日
本
古
文
書
徳
禅
寺
文
書
』

の
原
本
校
正
を
実
施
し
た
。
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調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
御
寺
の
手
厚
い
御
協
力
・
御
配
慮
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
谷
昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
小
瀬
玄
士
）

12　

醍
醐
寺
文
書
の
原
本
校
正

　

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
七
日
よ
り
三
〇
日
ま
で
の
四
日
間
、
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
寺
に

出
張
し
、『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十
九　

醍
醐
寺
文
書
之
十
八
』
の
出
版
準
備
の

た
め
、
第
二
十
五
函
の
原
本
校
正
を
行
っ
た
。

�

（
小
瀬
玄
士
・
高
橋
慎
一
朗
）

13　

醍
醐
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
八
月
二
一
日
よ
り
二
五
日
ま
で
の
五
日
間
、
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
寺
に
出

張
し
、
継
続
事
業
と
し
て
文
書
・
聖
教
の
原
本
調
査
お
よ
び
第
四
五
四
・
四
五
五
・
四
五

七
函
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

�

（
谷
昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
小
塩
慶
・
海
上
貴
彦
・
高
橋
慎
一
朗
）

14　

醍
醐
寺
文
書
の
原
本
校
正

　

二
〇
二
四
年
三
月
一
一
日
よ
り
一
四
日
ま
で
の
四
日
間
、
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
寺
に
出

張
し
、『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十
九　

醍
醐
寺
文
書
之
十
八
』の
出
版
準
備
の
た
め
、

第
二
十
六
函
の
原
本
校
正
を
行
っ
た
。

�

（
遠
藤
基
郎
・
高
橋
慎
一
朗
）

15　

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
「
明
和
四
年
東

行
之
日
記
」
の
調
査

　

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
八
日
・
二
九
日
に
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
出
張
し
、

『
大
日
本
近
世
史
料　

廣
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記　

一
五
』
の
編
纂
の
た
め
、「
明
和
四
年

東
行
之
日
記
」
の
調
査
お
よ
び
原
本
校
正
を
行
っ
た
。

�

（
松
澤
克
行
・
荒
木
裕
行
）

16　

公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
所
蔵
『
平
記
』『
後
法
興
院

記
』
の
原
本
調
査

　

二
〇
二
四
年
三
月
に
、
京
都
市
右
京
区
の
公
益
財
団
陽
明
文
庫
に
お
い
て
、
同
文
庫
所

蔵
の
『
知
信
記
』
天
承
二
年
春
・
夏
・
秋
冬
（
第
十
三
函
十
一
～
十
三
号
）、『
後
法
興
院

記
』
文
正
元
年
・
応
仁
元
年
・
同
二
年
（
七
函
―
五
～
七
）・『
雑
事
要
録
』
文
明
十
年
（
一

般
文
書
目
録
二
五
七
六
九
号
）
の
原
本
調
査
を
行
っ
た
。

�

（
尾
上
陽
介
・
遠
藤
珠
紀
・
井
上
聡
）

17　

陽
明
文
庫
所
蔵
「
近
衛
文
書
」
の
調
査
・
撮
影

　

令
和
六
年
三
月
一
二
日
よ
り
一
四
日
ま
で
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
に
出
張
し
、
同
文

庫
が
所
蔵
す
る
「
近
衛
文
書
」
の
う
ち
、「
公
事
儀
式
篇
（
１
）」
に
分
類
さ
れ
る
五
〇
八

袋
～
五
〇
九
袋
の
史
料
九
三
点
を
調
査
・
撮
影
し
た
。

�

（
松
澤
克
行
・
荒
木
裕
行
・
山
本
一
夫
）

18　

仁
和
寺
所
蔵
史
料
（
御
経
蔵
）
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
一
一
月
七
日
～
九
日
お
よ
び
二
〇
二
四
年
三
月
一
一
日
～
一
三
日
、
総
本

山
仁
和
寺
（
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
）
を
訪
れ
、
同
寺
所
蔵
史
料
の
う
ち
御
経
蔵
第
百

十
三
・
百
十
五
・
百
十
六
・
百
十
九
～
百
二
十
二
・
百
二
十
四
箱
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
行
っ
た
。

　

撮
影
目
録
に
つ
い
て
は
、
箱
単
位
で
の
撮
影
途
中
で
あ
る
た
め
、
撮
影
デ
ー
タ
の
整
理

が
終
了
し
た
段
階
で
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
。

　

な
お
、本
採
訪
に
は
総
本
山
仁
和
寺
管
財
課
学
芸
員
朝
川
美
幸
氏
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

�

（
岡
本
真
・
須
田
牧
子
・
林
晃
弘
・
林
遼
・
藤
原
重
雄
・
川
本
慎
自
）

史　料　採　訪（　　）91



19　

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
の
調
査

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
八
日
・
三
〇
日
～
一
一
月
一
日
、京
都
御
所
に
赴
き
、「
天
皇
家
・

公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
、

な
ら
び
に
『
大
日
本
史
料
』
二
編
・
三
編
・
七
編
・
八
編
・
九
編
の
編
纂
・
校
正
等
の
た

め
、
東
山
御
文
庫
御
物
の
調
査
を
行
っ
た
。
主
な
調
査
史
料
は
以
下
の
通
り
。

勅
封
七
三
―
二
―
二
〇	

続
日
本
後
紀 

巻
第
二
十�

一
巻

勅
封
九
五
―
一
〇		
神
宮
及
諸
社
文
書
写�

五
冊

勅
封
一
〇
一
―
一
―
二	
西
園
寺
実
宗
卿
抄
御
抜
書�

一
通

勅
封
一
〇
一
―
一
―
四	

後
奈
良
天
皇
宸
記�

一
巻

勅
封
一
〇
一
―
一
―
五	

後
奈
良
天
皇
正
親
町
天
皇
御
記
類
其
他�

一
一
通

勅
封
一
〇
一
―
一
―
七
―
四	

六
十
七
ヶ
条
御
覚
書�

一
七
通

勅
封
一
〇
一
―
一
―
七
―
五	

四
十
八
ヶ
条
御
覚
書�

二
二
通

勅
封
一
〇
一
―
一
―
八	

宸
翰
雑
々�

一
三
点

勅
封
一
〇
一
―
一
―
一
〇	

女
車
乗
御
勘
例�

一
通

勅
封
一
〇
一
―
一
―
一
一	

応
永
二
十
八
年
十
二
月
禁
裏
御
修
法
事�

一
巻

勅
封
一
〇
二
―
三
―
三
九	

額
写
目
録�

一
冊

勅
封
一
〇
二
―
三
―
四
二	

立
親
王
行
啓
並
読
書
始
之
記�

一
冊

勅
封
一
〇
二
―
三
―
四
四	

立
后
記�

一
冊

　
　

調
査
に
は
六
名
の
所
員
が
参
加
し
た
。

�

（
末
柄
豊
・
渡
邉
正
男
・
藤
原
重
雄
・
新
井
重
行
・
小
塩
慶
・
海
上
貴
彦
）

20　

東
寺
百
合
文
書
の
原
本
調
査

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
、京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館（
京

都
府
京
都
市
）
に
お
い
て
、『
大
日
本
古
文
書
』
東
寺
文
書
編
纂
の
た
め
、
同
館
所
蔵
「
東

寺
百
合
文
書
」
ね
函
の
文
書
の
原
本
校
正
を
行
っ
た
。

�

（
遠
藤
基
郎
・
木
下
竜
馬
）

21　

岩
佐
家
文
書
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
一
一
月
三
〇
日
～
一
二
月
二
日
、
お
よ
び
二
〇
二
四
年
一
月
一
九
日
～
二

一
日
の
二
度
に
わ
た
り
京
都
市
歴
史
資
料
館
（
京
都
市
上
京
区
）
に
出
張
し
、
同
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
岩
佐
家
文
書
の
調
査
・
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。
本
調
査
・
撮
影
は
、

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
🄐
「
神
社
所
蔵
文
書
・
社
家
文
書
の
一
体
把
握
に
よ
る
中
近
世
賀

茂
別
雷
神
社
の
総
合
的
研
究
」お
よ
び
本
所
拠
点
特
定
共
同
研
究「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
・

社
家
文
書
の
調
査
・
研
究
」
に
よ
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。

　

撮
影
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
整
理
し
た
分
類
目
録
の
う
ち
、
Ｘ
（
中
世
文
書
）
に

つ
い
て
行
い
、六
三
五
点
全
点
の
撮
影
を
終
え
た
。撮
影
目
録
の
作
成
を
進
め
、本
所
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
図
書
閲
覧
室
端
末
）
で
公
開
す
る
画
像
検
索
の
便
宜
に
供
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。
調
査
・
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
所
蔵
者
お
よ
び
京
都
市
歴
史
資
料
館
松
中
博
氏
の

ご
高
配
に
預
か
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

（
金
子
拓
・
木
下
竜
馬
・
谷
本
隆
之
）

22　

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
六
月
一
五
日
～
一
七
日
、
お
よ
び
二
〇
二
四
年
三
月
一
〇
日
～
一
三
日
の

二
度
に
わ
た
り
賀
茂
別
雷
神
社
（
京
都
市
北
区
）
に
出
張
し
、
同
社
所
蔵
文
書
の
調
査
・

デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。
近
年
の
編
纂
所
に
よ
る
撮
影
は
、
同
神
社
の
ご
協
力
を
得
て
、

二
〇
一
〇
年
度
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
調
査
・
撮
影
は
、
科
学
研
究
費

基
盤
研
究
🄐
「
神
社
所
蔵
文
書
・
社
家
文
書
の
一
体
把
握
に
よ
る
中
近
世
賀
茂
別
雷
神
社

の
総
合
的
研
究
」
お
よ
び
本
所
拠
点
特
定
共
同
研
究
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
・
社
家
文
書

の
調
査
・
研
究
」
に
よ
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
六
月
の
調
査
で
は
、
拠
点
特
定
共
同
研

究
の
共
同
研
究
員
高
橋
敏
子
氏
の
ご
助
力
を
得
た
。

　

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
年
度
～
二
〇
〇
二
年
度
に
か
け
て
京

都
府
教
育
委
員
会
が
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
以
前
の
文
書
の
網
羅
的
調
査
を
実
施

し
、
目
録
を
刊
行
し
て
い
る
（『
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
四
集　

賀
茂
別
雷
神

社
文
書
目
録
』
京
都
府
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三
年
三
月
）。
今
回
撮
影
し
た
史
料
は
、

東京大学史料編纂所報　第59号　2024年10月 （　　）92



左
記
の
と
お
り
（
番
号
は
目
録
の
も
の
）。

Ⅱ
（
土
蔵
）
―
Ａ
（
祭
祀
・
神
事
）
―
三
（
御
戸
代
能
）
―
二

Ⅱ
―
Ｃ
（
遷
宮
・
造
替
）
―
三
〇
四
～
三
三
〇

Ⅱ
―
Ｄ
（
摂
社
・
末
社
）
―
一
（
貴
布
祢
）
―
一
～
三
三
〇/

Ⅱ
―
Ｄ
―
三
（
寺
庵
）
―

一
～
九
三

�

（
石
津
裕
之
・
遠
藤
珠
紀
・
遠
藤
基
郎
・
金
子
拓
・
高
山
さ
や
か
・
谷
本
隆
之
）

23　

東
福
寺
栗
棘
庵
所
蔵
「
聖
一
国
師
印
信
」
調
査
撮
影

　

二
三
年
七
月
三
〇
～
八
月
二
日
、
京
都
府
京
都
市
京
都
国
立
博
物
館
に
出
張
し
、
東
福

寺
栗
棘
庵
所
蔵
「
聖
一
国
師
印
信
」
の
調
査
な
ら
び
に
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
従
来
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
印
信
三
巻
に
加
え
、
同
史
料
に
付
属
す
る
「
心
生
滅
真
如
両
門
図
」
の
調

査
撮
影
も
実
施
し
た
。

�

（
菊
地
大
樹
・
高
山
さ
や
か
・
桑
田
恵
里
）

24　

聖
護
院
文
書
の
調
査
撮
影

　

二
〇
二
三
年
四
月
二
四
日
、
京
都
市
の
聖
護
院
門
跡
に
出
張
し
、
所
蔵
文
書
の
調
査
撮

影
を
行
っ
た
。
対
象
は
、
指
図
類
を
収
め
る
一
三
一
箱
の
ほ
ぼ
全
点
（
一
三
一
箱
三
号
〔
江

戸
絵
図
〕
は
大
型
に
よ
り
撮
影
せ
ず
）
と
、
若
干
の
関
係
史
料
で
あ
る
。
聖
護
院
門
跡
教

務
主
事
の
佐
藤
浄
雲
氏
、
富
山
大
学
講
師
の
長
村
祥
知
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
。

�

（
木
下
竜
馬
・
藤
原
重
雄
）

25　

春
日
大
社
所
蔵
史
料
の
調
査

　

二
〇
二
三
年
九
月
一
九
～
二
一
日
、
春
日
大
社
に
出
張
し
、
春
日
大
社
所
蔵
史
料
を
調

査
・
撮
影
し
た
。
同
社
国
宝
殿
の
千
鳥
祐
兼
氏
・
松
村
和
歌
子
氏
・
渡
邉
亜
祐
香
氏
に
は

お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
以
下
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
た
史
料
の
目
録
を

掲
げ
る
（『
春
日
神
社
記
録
目
録
』
同
社
務
所
、
一
九
二
九
年
、
八
二
～
八
五
頁
）。
神
事

日
記
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
目
録
を
作
成
中
で
、
そ
ち
ら
に
譲
る
。
な
お
、
別
途

継
続
調
査
し
て
い
た
「
春
日
大
社
文
書
」
未
成
巻
分
等
が
、
二
〇
二
四
年
三
月
に
重
要
文

化
財
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。

［
日
記
（
書
庫
）］

（
日
一
八
七
）
宝
永
二
年
日
記
（
時
慶
）

（
日
一
九
一
）
正
徳
三
癸
巳
年
日
記
（
延
英
）　　
　
　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
一
九
二
）
正
徳
三
癸
巳
年
日
並
延
英
卿
記
抜
書

（
日
一
九
三
）
正
徳
四
甲
午
年
日
記
（
延
英
）

（
日
一
九
五
）
正
徳
五
乙
未
年
日
記
（
延
英
）　　
　
　

※
大
部
分
開
披
不
能
。

（
日
一
九
六
）
享
保
二
丁
酉
年
日
記
（
延
英
）　　
　
　

※
一
部
開
披
不
能
。

（
日
一
九
九
）
享
保
三
戊
戌
年
日
記
（
延
英
）

（
日
二
〇
二
）
享
保
四
己
亥
年
日
記
（
延
晴
）

（
日
二
〇
五
）
享
保
五
庚
子
年
日
記
（
延
晴
）　　
　
　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
〇
六
）
享
保
六
辛
丑
年
日
記
（
延
晴
）

（
日
二
〇
七
）
享
保
七
壬
寅
年
日
記
（
延
晴
）

（
日
二
〇
八
）
享
保
八
癸
卯
年
日
記
（
延
晴
）　　
　
　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
〇
九
）
享
保
八
年
日
記
（
延
致
）

（
日
二
一
〇
）
享
保
八
癸
卯
年
十
二
月
十
六
日
ヨ
リ
旧
記
抜
書
（
祐
寛
）

（
日
二
一
一
）
享
保
九
年
甲
辰
日
記
（
延
晴
）

（
日
二
一
二
）
享
保
九
甲
辰
年
日
並
記
（
祐
寛
）

（
日
二
一
三
）
享
保
九
甲
辰
年
日
記
（
延
致
）

（
日
二
一
四
）
享
保
十
年
乙
巳
日
記
（
延
致
）

（
日
二
一
五
）
享
保
十
乙
巳
年
日
記
（
延
晴
）

（
日
二
一
六
）
享
保
乙
巳
年
日
並
記
（
祐
寛
）

（
日
二
一
七
）
享
保
十
一
丙
午
年
日
記
（
延
致
）

（
日
二
一
八
）
享
保
十
一
丙
午
年
日
並
記
（
祐
寛
）

（
日
二
一
九
）
享
保
十
一
丙
午
年
日
記
（
延
晴
）

（
日
二
二
〇
）
享
保
十
二
丁
未
年
日
記
（
延
致
）　　
　

※
一
部
開
披
不
能
。

（
日
二
二
一
甲
）
享
保
十
二
丁
未
歳
日
並
記
（
祐
寛
）　

※
開
披
不
能
。

（
日
二
二
一
乙
）
享
保
十
二
丁
未
年
日
記
（
延
晴
）
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（
日
二
二
二
甲
）
享
保
十
三
戊
申
年
日
記
（
延
致
）　　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
二
二
乙
）
享
保
十
三
戊
申
年
日
記
（
延
晴
）　　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
二
三
）
享
保
十
四
庚
酉
年
日
記
（
延
晴
）　　
　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
二
四
甲
）
享
保
十
四
年
日
次
之
記
（
祐
寛
）

（
日
二
二
四
乙
）
享
保
十
四
年
日
並
記
（
祐
寛
）　　
　

※
一
部
開
披
不
能
。

（
日
二
二
五
）
享
保
十
四
年
日
記
（
祐
処
）

（
日
二
二
六
）
享
保
十
五
庚
戌
年
日
記
（
延
晴
）　　
　

※
虫
損
大
。

（
日
二
二
七
）
享
保
十
五
庚
戌
年
日
記
（
延
致
）

（
日
二
二
八
）
享
保
十
五
年
戌
正
月
日
日
次
記
下
書
（
祐
寛
）　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
二
九
）
享
保
十
六
辛
亥
年
日
記
（
延
晴
）　　
　

※
開
披
不
能
箇
所
多
。

（
日
二
三
〇
）
享
保
十
六
辛
亥
年
日
記
（
延
致
）　　
　

※
一
部
開
披
不
能
。

（
日
二
三
一
）
享
保
十
六
年
亥
日
次
記
下
書
（
祐
寛
）　

※
一
部
開
披
不
能
。
虫
損
大
。

（
日
二
三
二
）
享
保
十
六
年
〔
日
記
〕（
前
欠
）（
延
晴
）

�

（
遠
藤
基
郎
・
藤
原
重
雄
）

26　

薬
師
寺
所
蔵
史
料
の
調
査

　

二
〇
二
三
年
七
月
一
〇
～
一
四
日
に
奈
良
県
奈
良
市
の
薬
師
寺
に
出
張
し
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
と
共
同
で
同
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
（
調
書
作
成
・
原
本
校
正
お
よ
び
撮
影
）
を

行
っ
た
。
今
年
度
の
撮
影
分
は
、
第
二
三
函
（
一
～
二
六
号
続
）
で
あ
る
。

�

（
海
上
貴
彦
・
及
川
亘
・
菊
地
大
樹
・
小
瀬
玄
士
・
林
晃
弘
・
前
川
祐
一
郎
）

27　

真
言
律
宗
総
本
山
西
大
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
原
本

校
正

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
、
奈
良
県
奈
良
市
の
真
言
律
宗
総

本
山
西
大
寺
に
出
張
し
、
同
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
原
本
校
正
を
実
施
し
た
。

　

前
年
に
引
き
続
き
次
期
大
日
本
古
文
書
刊
行
に
向
け
、
一
〇
一
函
～
一
〇
六
函
の
原
本

校
正
を
行
な
っ
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
同
寺
清
浄
院
御
住
職
佐
伯
俊
源
先
生
の
手
厚
い
御
協
力
・
御
配

慮
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
末
柄
豊
・
高
橋
慎
一
朗
・
西
田
友
広
・
小
瀬
玄
士
）

28　

正
倉
院
文
書
調
査

　

二
〇
二
三
年
度
の
正
倉
院
文
書
調
査
は
、
一
一
月
六
日
～
一
〇
日
の
五
日
間
、
宮
内
庁

正
倉
院
事
務
所
（
奈
良
市
雑
司
町
）
に
出
張
し
、
調
査
室
に
お
い
て
原
本
調
査
を
実
施
し

た
。
本
年
は
、『
正
倉
院
文
書
目
録
』
一
〇
・
続
々
修
五
（
二
〇
二
七
年
三
月
刊
行
）
に

収
録
予
定
の
第
一
七
帙
～
第
一
八
帙
（
合
計
一
五
巻
）
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

正
倉
院
文
書
閲
覧
の
許
可
を
与
え
ら
れ
、
調
査
・
研
究
に
関
し
て
便
宜
を
お
図
り
い
た

だ
い
た
宮
内
庁
及
び
正
倉
院
事
務
所
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。

�

（
山
口
英
男
・
稲
田
奈
津
子
・
新
井
重
行
・
小
塩
慶
）

29　

東
大
寺
寺
文
書
の
原
本
調
査

　

二
〇
二
四
年
二
月
一
三
日
よ
り
一
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
奈
良
市
東
大
寺
に
出
張
し
、

『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十
八　

東
大
寺
文
書
之
二
十
六
』
の
出
版
準
備
の
た
め
、

第
一
部
二
十
四
架
（
雑
荘
）・
二
十
五
架
（
雑
）
な
ど
の
原
本
調
査
を
行
っ
た
。

�

（
遠
藤
基
郎
・
木
下
竜
馬
・
高
橋
慎
一
朗
）

30　

三
箇
家
文
書
・
大
日
寺
旧
蔵
文
書
調
査
撮
影

　

二
四
年
三
月
一
～
三
日
、
奈
良
県
五
條
市
五
條
文
化
博
物
館
に
出
張
し
、
三
箇
家
文
書

（
個
人
蔵
）・
大
日
寺
旧
蔵
文
書
（
生
蓮
寺
所
蔵
）
の
調
査
な
ら
び
に
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
調
査
撮
影
に
当
た
っ
て
は
、
下
村
周
太
郎
氏
（
早
稲
田
大
学
）・
李
淳
楠
氏
（
東

京
大
学
大
学
院
生
）
の
ご
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
山
崎
竜
洋
氏
（
五
條
市
教
育
委
員
会
）

の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

�

（
菊
地
大
樹
・
木
下
竜
馬
）
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31　

武
田
科
学
振
興
財
団
所
蔵
『
実
躬
卿
記
』
自
筆
本
に

よ
る
原
本
校
正

　

二
四
年
三
月
一
〇
～
一
四
日
、
大
阪
府
大
阪
市
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
に
お
い

て
、『
実
躬
卿
記
』
自
筆
本
に
よ
り
、
大
日
本
古
記
録
『
実
躬
卿
記
』
の
編
纂
に
必
要
な

原
本
校
正
を
行
っ
た
。

�

（
菊
地
大
樹
・
遠
藤
珠
紀
）

32　

堺
市
・
大
阪
市
所
在
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
○
二
三
年
一
〇
月
二
～
四
日
、
大
阪
府
堺
市
お
よ
び
大
阪
市
に
出
張
し
、
所
在
中
世

史
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
主
な
撮
影
史
料
は
以
下
の
通
り
。

〔
法
道
寺
文
書
〕

〔
堺
市
博
物
館
所
蔵
文
書
〕

〔
今
井
文
書
〕
堺
市
博
物
館
寄
託

〔
赤
木
氏
所
蔵
文
書
〕
堺
市
博
物
館
寄
託

〔
中
村
結
鎮
御
頭
次
第
〕
堺
市
博
物
館
寄
託

〔
三
刀
屋
文
書
〕
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵

〔
久
米
田
寺
文
書
〕
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵

　

当
日
は
、
法
道
寺
ご
住
職
様
お
よ
び
ご
家
族
、
堺
市
博
物
館
渋
谷
一
成
氏
、
大
阪
歴
史

博
物
館
谷
口
正
樹
氏
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

�

（
西
田
友
広
・
小
瀬
玄
士
・
村
井
祐
樹
）

33　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
お
よ
び
鳥
取
県

立
博
物
館
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
日
～
五
日
に
か
け
て
岡
山
市
・
鳥
取
市
に
出
張
し
、『
大
日
本

維
新
史
料　

類
纂
之
部　

松
平
昭
休
往
復
書
翰
留　

一
』
編
纂
の
た
め
岡
山
大
学
附
属
図

書
館
池
田
家
文
庫
・
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
を
調
査
し
、
ま
た
科
学
研
究
費
基
盤
🄑
「
日

本
近
世
史
料
学
の
再
構
築
―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と
社
会
連
携
を
通
じ

て
」（
二
二
Ｈ
〇
〇
六
九
二
）
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
史
料

の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。

〔
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
の
調
査
・
撮
影
〕

　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
の
調
査
で
は
、
池
田
家
文
庫
藩
政
資
料
の
マ
イ
ク

ロ
化
事
業
の
対
象
か
ら
は
外
さ
れ
て
い
る
「
和
書
」
区
分
の
資
料
に
重
点
を
お
い
た
。
主

な
調
査
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

和
書210.08-14	

雑
書�

四
冊

和
書210.08-26	

〔
書
状
集
〕�

五
冊

和
書210.08-40-1	

文
久
年
間
国
事
建
白�

一
冊

和
書210.08-40-2	

文
久
年
間
国
事
文
通
其
外
雑
記�

一
冊

和
書210.5-4	

安
政
六
未
年
一
件
書�

二
冊

和
書P0-15	

〔
雑
著
〕�

一
冊

和
書P3-15	

忍
家
軍
法
規
則�

一
冊

和
書P3-16	

忍
家
軍
法
規
則�

一
冊

和
書P3-17	

忍
家
備
立
之
図�

一
冊

和
書P3-119	

万
治
二
年
御
軍
法
六
十
二
ヶ
条�

一
冊

和
書P21-34	

忍
家
家
臣
住
口
家
法
記�

一
冊

和
書P21-35	

忍
家
来
住
口
書
付�

一
冊

和
書P21-43	

御
手
伝
御
用
覚
書�

一
冊

和
書P21-214	

播
州
姫
路
諸
士
勤
書�

一
冊

和
書P21-221	

〔
未
八
月
廿
七
日
水
戸
家
々
老
安
島
帯
刀
等
処
罰
に
関
す
る
書
付
〕

�

一
冊

和
書P21-225	

姫
路
城
下
取
調
書�

一
冊

和
書P21-249	

松
平
下
総
守
家
浅
草
御
蔵
火
消
被
仰
付
候
節
之
書�

一
冊

和
書P21-251	

万
延
元
年
聞
書�

一
冊

和
書P28-24	

奥
平
家
伝
記�

一
冊

和
書P28-133	
松
平
下
総
守
忠
国
家
記�

一
冊

和
書P28-134	
松
平
末
葉
系
図�

一
冊

国
事
維
新
（
雑
）S6-728-
（2
）	

〔
忍
藩
漫
録
〕�

一
冊
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国
事
維
新
（
雑
）S6-728-

（3

）	

〔
水
戸
藩
漫
録
〕�

一
冊
・
断
簡

国
事
維
新
（
雑
）S6-661	

〔
御
漫
録
〕�

一
冊

国
事
維
新
（
雑
）S6-666	

御
漫
録�

一
冊

国
事
維
新
（
雑
）S6-670	

〔
御
漫
録
〕�

一
冊

藩
侯
（
交
際
）C8-355	

〔
藩
侯
書
状
〕�

一
〇
点

藩
侯
（
交
際
）C8-357	

〔
御
書
翰
〕�

五
八
点

藩
侯
（
交
際
）C8-363	

民
部
太
輔
様
相
模
守
様
よ
り
の
御
書�

四
点

藩
侯
（
交
際
）C8-370	

〔
慶
徳
侯
書
状
〕�

一
〇
点
・
断
簡

国
事
維
新
（
国
事
周
旋
）S1-85	

因
州
侯
よ
り
書
翰�

二
六
点

国
事
維
新
（
国
事
周
旋
）S1-90	
〔
因
幡
鳥
取
藩-

備
前
岡
山
藩
往
復
書
状
類
〕�

五
四
点

国
事
維
新
（
国
事
周
旋
）S1-91	
因
州
慶
徳
侯
よ
り
書
翰�

二
四
点

国
事
維
新
（
国
事
周
旋
）S1-93	

〔
阿
波
徳
島
藩-

備
前
岡
山
藩
往
復
書
状
集
〕�

二
五
点

国
事
維
新
（
国
事
周
旋
）S1-271	

〔
国
事
周
旋
ニ
付
書
状
類
〕�

五
四
点

　

熟
覧
の
上
、
重
要
な
も
の
を
抽
出
し
撮
影
し
た
。
撮
影
画
像
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館

の
許
可
を
得
てH

i-CA
T
 Plus

に
て
閲
覧
室
限
定
公
開
し
て
い
る
。

　

池
田
家
文
庫
は
岡
山
藩
主
池
田
家
に
伝
来
し
た
藩
政
文
書
・
家
政
文
書
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
は
藩
主
個
人
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
呼
ぶ
べ
き
史
料
群
が
伝
来
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
澤
村
怜
薫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（「
忍
藩
主
松
平
下
総
守
家
の
藩
政
と
家
意
識
」『
関

東
近
世
史
研
究
』
八
四
号
、
二
〇
一
九
年
）、
幕
末
に
水
戸
徳
川
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た

池
田
茂
政
（
松
平
昭
休
）
に
関
し
て
は
、
従
前
忍
藩
世
子
松
平
忠
矩
で
あ
っ
た
時
代
か
ら

彼
の
手
元
で
作
成
・
筆
写
さ
れ
た
史
料
が
、
藩
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
池
田
家
に
持
ち

込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
は
澤
村
氏
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
、「
昭
休
附
」
史
料
群
の
確

認
を
試
み
た
。
以
下
、
注
目
す
べ
き
史
料
を
紹
介
す
る
。

　

S6-728-

⑵
「〔
忍
藩
漫
録
〕」
は
忍
藩
政
の
記
録
（
家
臣
・
財
務
・
儀
礼
等
）
や
忠
矩
・

忠
国
に
関
わ
る
書
状
等
を
筆
写
し
た
小
横
帳
で
、
嘉
永
・
安
政
年
間
に
忠
矩
（
昭
休
）
が

家
督
の
継
承
を
意
識
し
て
作
成
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
⑶
「〔
水
戸
藩
漫
録
〕」

は
水
戸
藩
に
関
す
る
同
じ
形
式
の
小
横
帳
で
あ
り
、
廃
嫡
後
に
昭
休
が
作
成
し
た
可
能
性

が
高
い
。
同
じ
く
忠
矩
作
成
と
指
摘
さ
れ
る
和
書P28-133

「
松
平
下
総
守
忠
国
家
記
」

と
同
じ
筆
跡
・
同
じ
判
型
の
帳
で
あ
る
点
が
興
味
深
い
。
同
じ
く
忍
藩
に
関
す
る
記
録
の

写
本
と
し
て
は
万
治
年
間
の
軍
法
や
忍
藩
士
の
書
上
、
松
平
下
総
守
家
の
担
っ
た
役
に
関

す
る
も
の
が
「
和
書
」
区
分
内
に
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。

　

和
書210.08-26

「〔
書
状
集
〕」
五
冊
は
お
お
む
ね
文
久
三
年
～
明
治
元
年
に
か
け
て

の
茂
政
宛
書
状
・
岡
山
藩
士
建
白
な
ど
が
写
し
留
め
ら
れ
た
竪
帳
で
、
冊
ご
と
に
大
き
く

性
格
が
異
な
る
。
こ
の
う
ち
第
四
冊
は
安
政
六
年
～
文
久
元
年
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
水

戸
藩
時
代
の
昭
休
宛
に
鳥
取
藩
主
池
田
慶
徳
ら
兄
弟
姉
妹
な
ど
か
ら
送
ら
れ
た
書
状
の
書

留
で
あ
り
、「
松
平
昭
休
往
復
書
翰
留
」
と
一
部
共
通
す
る
書
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

忍
藩
～
水
戸
藩
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
忠
矩
／
昭
休
宛
の
書
状
原
本
はS1-85

・

90

・93

・271

、C8-355

・357

・363

・370

で
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
は
「
松
平

昭
休
往
復
書
翰
留
」
所
収
書
状
と
同
文
で
あ
り
、
原
本
と
考
え
ら
れ
る
。C8-355

は
書

状
原
本
を
紙
継
に
し
複
数
の
巻
子
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
袋
書
に
は
「
明
治
廿
四
年

七
月　

御
来
岡
之
際
御
調
」
と
あ
る
。
忠
矩
の
手
元
で
忍
藩
時
代
以
降
保
管
さ
れ
て
池
田

家
へ
持
ち
こ
ま
れ
、
明
治
期
に
自
ら
再
整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
以
上

の
う
ち
単
位
「S1

」
の
各
書
状
は
小
野
正
雄
氏
ら
が
科
研
費
「
幕
藩
制
国
家
の
解
体
と

長
州
戦
争
」（
一
般
研
究
🄒
）
の
一
環
と
し
て
一
九
八
三
・
八
四
年
に
調
査
・
撮
影
を
行
っ

て
い
る
が
（『
所
報
』
一
九
・
二
五
号
参
照
）、
今
回
『
松
平
昭
休
往
復
書
翰
留
』
編
纂
に

際
し
て
必
要
分
を
改
め
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
ほ
か
、
幕
末
期
の
風
説
留
・
忍
藩
関
係
の
版
本
類
を
調
査
・
撮
影
し
た
。

　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
で
の
調
査
に
続
き
、
杉
本
が
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
に
て
池
田

茂
政
関
係
史
料
の
調
査
（
森
下
家
文
書
・
浅
田
家
文
書
・
武
南
家
文
書
、
池
田
茂
政
側
近

関
係
調
査
）
を
、
箱
石
・
菊
地
が
鳥
取
県
立
博
物
館
で
の
調
査
を
行
っ
た
。

〔
鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影
〕

　

鳥
取
県
立
博
物
館
で
は
、同
館
所
蔵
堀
文
庫
お
よ
び
山
田
家
資
料
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ

た
。
堀
文
庫
は
鳥
取
藩
池
田
家
の
儒
者
を
勤
め
た
堀
家
に
残
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
り
、
三

代
庄
次
郎
（
敦
斎
）
が
池
田
慶
徳
に
よ
る
藩
政
改
革
で
活
躍
し
た
ほ
か
、
叔
母
に
あ
た
る

堀
孝
は
谷
河
・
尾
嶋
な
ど
の
名
前
で
池
田
家
に
女
中
と
し
て
奉
仕
し
た
（『
資
料
調
査
報

告
書
第
三
集　

堀
文
庫
』
鳥
取
県
立
博
物
館
、
一
九
七
六
年
。
以
下
史
料
番
号
は
同
書
に

よ
る
）。
山
田
家
資
料
は
小
姓
・
右
筆
な
ど
を
務
め
た
鳥
取
藩
士
山
田
家
に
残
さ
れ
た
史

料
群
で
あ
り
、
四
代
頼
実
も
慶
徳
の
小
姓
と
な
っ
て
い
る
（『
資
料
調
査
報
告
書
第
二
十

二
集　

旧
鳥
取
藩
士
山
田
家
資
料
』
鳥
取
県
立
博
物
館
、
一
九
九
五
年
。
以
下
史
料
番
号

は
同
書
に
よ
る
）。
以
下
、
主
要
な
も
の
を
掲
げ
る
。
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○
堀
文
庫

5-6-1-32
～38	

堀
庄
次
郎
書
状�

七
通

5-6-2-23
～26
・7-6-1-1

～10	

谷
河
（
堀
孝
）
書
状�

一
七
通

5-1-2	

堀
庄
次
郎
年
譜�

一
冊

5-2-1-14

～16	

堀
凞
明
（
敦
斎
）
日
記　

一
三
～
一
五�

三
冊

7-1-1	

尾
嶋
書
上�

一
冊

7-1-2	

堀
谷
河
君
略
歴�

一
冊

7-1-3	

谷
河
君
形
見
分
配
帳�

一
冊

8-20	
鳥
取
池
田
藩
諸
臣
御
礼
席
帳�

一
冊

○
山
田
家
資
料

78	

御
礼
席
順
書�

一
冊

83

～87	

公
私
日
記　

安
政
三
年
～
文
久
二
年�

五
冊

　

熟
覧
の
上
、
重
要
な
も
の
を
抽
出
し
撮
影
し
た
。
撮
影
画
像
は
鳥
取
県
立
博
物
館
の
許

可
を
得
てH

i-CA
T
 Plus

に
て
閲
覧
室
限
定
公
開
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
安
政
～
文
久
期
に
か
け
て
の
池
田
慶
徳
の
政
治
行
動
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
両
史
料
群
に
含
ま
れ
る
日
記
類
を
確
認
し
、
研
究
資
源
化
の
た
め
一
部
を
撮
影
し

た
。『
贈
従
一
位
池
田
慶
徳
公
御
伝
記
』（
鳥
取
県
立
博
物
館
、
一
九
八
七
～
八
九
年
）
を

補
う
も
の
と
し
て
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、「
表
」
に
お
け
る
藩
主
の
行
動
と
表
裏
を
な
す
「
奥
」
に
お
け
る
女
中
ら
の

藩
際
社
交
関
係
に
着
目
し
、
堀
孝
（
谷
河
、
尾
嶋
）
書
状
や
関
係
史
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

堀
孝
が
没
し
た
際
の7-1-3

「
谷
河
君
形
見
分
配
帳
」
に
は
鳥
取
藩
池
田
家
奥
向
以
外
に

も
、
か
つ
て
属
し
た
忍
藩
を
は
じ
め
と
す
る
諸
藩
の
元
女
中
や
、
鳥
取
藩
邸
出
入
り
の
人

物
な
ど
の
名
前
が
み
ら
れ
、「
奥
」に
お
け
る
人
的
関
係
の
広
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
閲
覧
・
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
の

久
磨
由
美
子
氏
は
じ
め
調
査
相
談
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
学
芸
員
山

下
香
織
氏
・
同
近
藤
萌
美
氏
、
鳥
取
県
立
博
物
館
学
芸
課
人
文
担
当
学
芸
員
来
見
田
博
基

氏
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
澤
村
怜
薫
氏
・
東
野
将
伸
氏
・
上
村
和
史
氏
・

世
川
祐
多
氏
に
は
池
田
家
文
庫
史
料
に
関
し
て
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼

申
し
上
げ
る
。

�

（
杉
本
史
子
・
箱
石
大
・
菊
地
智
博
）

34　

山
口
県
文
書
館
所
蔵
毛
利
家
文
庫
史
料
の
調
査
・
原

本
校
正

　

二
〇
二
四
年
三
月
一
二
日
～
一
四
日
、
山
口
県
文
書
館
に
出
張
し
、
同
館
所
蔵
毛
利
家

文
庫
史
料
の
調
査
・
原
本
校
正
を
行
っ
た
。
主
に
調
査
し
た
史
料
は
、

毛
利
家
文
庫
三
二
部
寄
九「
諸
記
録
綴
込
」二
八
の
九
～
二
四（
文
久
元
年
四
月
～
十
月
分
）

で
あ
る
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
文
書
館
の
職
員
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

�

（
小
野
将
・
立
石
了
）

35　

萩
原
寺
所
蔵
地
蔵
院
聖
教
お
よ
び
萩
原
寺
文
書
の
調

査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
一
二
月
七
日
か
ら
一
一
日
ま
で
、
巨
鼇
山
地
蔵
院
萩
原
寺
（
香
川
県
観
音

寺
市
大
野
原
町
萩
原
）
に
出
張
し
、
同
寺
所
蔵
地
蔵
院
聖
教
お
よ
び
萩
原
寺
文
書
に
つ
い

て
調
査
・
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
本
調
査
は
昨
年
度
ま
で
三
年
間
休
止
し
た
が
、
一
九
八

八
年
度
よ
り
継
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
四
〇
回
目
に
あ
た
る
。

　

本
年
度
は
、
近
世
聖
教
に
つ
い
て
の
調
書
採
取
を
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
近
世
文
書

の
う
ち
主
に
本
末
関
係
を
内
容
と
す
る
袋
綴
冊
子
四
九
点
、
お
よ
び
前
回
見
出
せ
な
か
っ

た
聖
教
一
点
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
（
あ
わ
せ
て
約
二
二
〇
〇
齣
）。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
に
は
、
本
所
元
教
員
厚
谷
和
雄
氏
・
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
守

田
逸
人
氏
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
貴
重
な
所
蔵
史
料
の
調
査
を
許
可
さ
れ
た
萩
原
寺

住
職
秋
山
行
徳
氏
に
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
井
上
聡
・
遠
藤
珠
紀
・
末
柄
豊
・
畑
山
周
平
・
山
口
英
男
）

36　

高
知
県
高
知
城
歴
史
博
物
館
お
よ
び
高
知
県
立
歴
史

民
俗
資
料
館
に
お
け
る
中
世
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
九
月
に
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
お
よ
び
高
知
県
高
知
城
歴
史
博
物
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館
に
お
い
て
、
中
世
文
書
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
各
館
に
お
け
る
調
査
史
料
の
詳
細

は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
高
知
県
高
知
城
歴
史
博
物
館
寄
託
史
料

＊
岡
村
家
文
書

　

文
禄
三
年
十
月
十
五
日　

坪
付

　

文
禄
三
年
十
月
二
十
三
日　

坪
付

　

文
禄
三
年
十
二
月
二
十
日　

下
地
渡
状

　

文
禄
五
年
八
月
十
四
日　

坪
付

　

慶
長
二
年
二
月
十
三
日　

坪
付

　

慶
長
四
年
三
月
二
十
二
日　

坪
付

　

慶
長
六
年
八
月
十
九
日　

給
田
安
堵
状

　

慶
長
六
年
九
月
十
九
日　

坪
付

＊
長
澤
家
史
料

　

吉
田
系
図

＊
長
宗
我
部
家
史
料

　

贈
位
記
（
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
）

　

位
記
辞
令
（
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
）

　

策
命
文
（
昭
和
四
年
一
月
二
十
八
日
）

　

書
簡
（
寺
石
正
路
、
十
二
月
三
日
）

　

書
簡
（
寺
石
正
路
、
昭
和
三
年
十
二
月
十
九
日
）

　

寺
石
正
路
和
歌　

二
点

　

差
出
（
嶋
与
介
、
貞
享
五
年
正
月
二
十
七
日
）

　

島
弥
左
衛
門
雑
録

　

奉
願
（
長
宗
我
部
弥
九
郎
、
午
閏
十
月
）

　

覚
（
嶋
与
助
）

　

水
野
流　

弥
和
羅
目
録
（
慶
安
三
年
五
月
一
日
）

　

水
野
流　

剣
術
之
弥
和
羅
（
慶
安
三
年
五
月
一
日
）

　

法
螺
之
事
（
寛
文
十
年
二
月
三
日
）

　

無
隻
流
軍
用
馬
序
（
寛
文
六
年
四
月
五
日
）

　

年
代
記
（
過
去
帳
）

　

長
宗
我
部
氏
系
図

＊
介
良
今
井
家
史
料

　

護
符

　

今
井
五
郎
兵
衛
書
状
（
但
し
コ
ピ
ー
）

　

覚
（
享
保
十
一
年
六
月
十
六
日
）（
但
し
コ
ピ
ー
）

＊
雪
蹊
寺
史
料

　

�

長
宗
我
部
元
親
法
要
記
録
（
明
治
三
十
一
年
五
月
秦
社
祭
典
会
計
帳
・
明
和
八
年
春
祭

神
礼
配
分
帳
・
嘉
永
元
年
四
月
元
親
公
二
百
五
旬
年
忌
控
）

＊
乾
家
史
料

　

正
月
二
十
五
日　

秀
吉
朱
印
状

○
同
館
所
蔵
史
料

＊
山
内
家
資
料

　

蠧
簡
集　

九
冊　

　

蠧
簡
集
拾
遺　

一
冊

○
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
史
料

＊
宮
地
家
文
書

　

天
正
十
七
年
三
月
日　

宮
地
五
郎
左
衛
門
宛
坪
付
状
控

　

文
禄
四
年
四
月
十
三
日　

長
宗
我
部
家
奉
行
人
連
署
坪
付
状

　

文
禄
四
年
九
月
十
七
日　

久
万
次
郎
兵
衛
等
連
署
給
地
坪
付
状

＊
明
神
家
文
書

　

八
月
二
十
一
日　

長
宗
我
部
元
親
判
物

　

十
二
月
十
日　

長
宗
我
部
盛
親
判
物

　

十
二
月
十
日　

豊
永
豊
五
郎
連
署
状

＊
円
光
寺
文
書

　

天
正
五
年
十
二
月
七
日　

長
宗
我
部
元
親
打
渡
坪
付

　

文
禄
三
年
十
月
二
十
一
日　

長
宗
我
部
盛
親
打
渡
坪
付

○
同
館
所
蔵
史
料

　

天
文
十
六
年
卯
月
日　

長
宗
我
部
国
親
判
物
（
秦
親
公
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

十
月
三
日　

長
宗
我
部
信
親
判
物
写
（
秦
親
公
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

慶
長
三
年
七
月
四
日　

長
宗
我
部
元
親
・
同
盛
親
連
署
状
写
（
秦
親
公
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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天
正
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日　

長
宗
我
部
元
親
・
同
信
親
連
署
状
（
中
内
家
文
書
）

　

文
禄
五
年
十
一
月
九
日　

長
宗
我
部
盛
親
判
物
写
（
吉
村
淑
甫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

慶
長
三
年
十
一
月
十
七
日　

森
弥
五
郎
書
状
（
一
圓
元
雅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

文
禄
四
年
五
月
八
日　

長
宗
我
部
盛
親
判
物
（
一
圓
元
雅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

五
月
十
六
日　

長
宗
我
部
盛
親
判
物
（
一
圓
元
雅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　

寛
永
九
年
五
月
六
日　

先
弥
次
兵
衛
殿
一
代
手
柄
書
付
写
（
入
交
家
文
書
）

　

十
月
二
十
八
日　

長
宗
我
部
元
親
判
物
写

　

文
安
元
年
二
月
十
七
日　

畠
山
持
国
奉
書

　

戦
国
大
名
書
状
断
簡
集

調
査
・
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
史
料
所
蔵
者
各
位
に
ご
許
可
を
賜
っ
た
。
ま
た
両
館
に
は
特

別
の
便
宜
を
お
図
り
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
調
査
は
、

受
託
研
究
「
高
知
県
域
に
関
す
る
古
代
・
中
世
史
料
の
調
査
・
収
集
と
分
析
研
究
」
に
よ

る
も
の
で
、
高
知
県
史
古
代
・
中
世
部
会
と
共
同
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

（
岡
本
真
・
井
上
聡
）

37　

福
岡
県
柳
川
市
・
天
叟
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
八
日
、福
岡
県
柳
川
市
に
出
張
し
、天
叟
寺
所
蔵
史
料
の
調
査
・

撮
影
を
行
っ
た
。
撮
影
史
料
は
以
下
の
通
り
。

〔
高
橋
紹
運
画
像
〕
○
天
叟
寺
所
蔵

寛
永
二
十
一
年
初
夏
吉
祥
日　
　
　
　
　

高
橋
紹
運
画
像

　

ま
た
、一
〇
月
一
九
日
、同
市
の
柳
川
古
文
書
館
に
赴
き
、『
大
日
本
史
料　

第
十
一
編
』

の
編
纂
に
関
連
す
る
諸
史
料
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、天
叟
寺
御
住
職
、柳
川
古
文
書
館
の
江
島
香
氏
・
白
石
直
樹
氏
・

中
川
晃
一
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
谷
昭
佳
・
桑
田
恵
里
・
畑
山
周
平
）

38　

大
分
県
中
津
市
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
中
世
史
料
の

調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
四
年
一
月
、大
分
県
中
津
市
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
、同
館
寄
託
史
料
の
調
査
・

撮
影
を
行
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

○
湯
屋
文
書

　

豊
前
国
下
毛
郡
湯
屋
名
（
中
津
市
湯
屋
）
の
湯
谷
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
。
湯
屋
氏
は
、

宇
佐
神
人
と
し
て
の
身
分
を
帯
び
て
同
地
を
支
配
し
た
ほ
か
、
下
宮
番
長
で
あ
っ
た
永
弘

氏
の
縁
に
連
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
氏
所
領
の
豊
後
国
田
染
荘
関
係
史
料
な
ど
も
伝
え
て

い
る
。
中
近
世
文
書
は
一
巻
か
ら
十
三
巻
に
編
成
さ
れ
て
伝
来
す
る
が
、
こ
の
他
に
捲
り

の
状
態
で
あ
っ
た
文
書
群
が
、
近
年
新
た
に
二
巻
に
成
巻
さ
れ
て
加
わ
っ
て
い
る
。
今
回

の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
中
世
文
書
を
含
む
巻
を
中
心
に
選
び
撮
影
を
行
っ
た
。
撮
影
対

象
資
料
に
つ
い
て
は
、『
大
分
県
立
博
物
館
報
告
書
第
十
八
集　

沖
代
条
里
の
調
査　

資

料
編
』（
令
和
二
年
、
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
発
行
）
の
「
Ⅱ　

歴
史
資
料
（
３
）
湯
屋

文
書
」
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
寄
託
以
前
の
昭
和
五
九
年
に
採
訪
撮
影
し
た
成
果
は
、
写

真
帳
（
架
番
号
六
一
七
一
・
九
一
―
三
七
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
寄
託

外
の
近
世
記
録
類
も
含
ま
れ
て
い
る
。

○
吉
武
文
書

　

耶
馬
渓
口
之
林
（
中
津
市
耶
馬
渓
町
）
の
庄
屋
で
あ
っ
た
吉
武
氏
に
伝
来
す
る
文
書
。

十
一
月
十
六
日
付
「
羽
柴
秀
吉
書
状
」
の
一
通
。『
大
分
県
史
料
（
８
）
第
二
部　

宇
佐
・

下
毛
諸
家
文
書
』
に
収
載
。

○
野
中
文
書

　

宇
都
宮
氏
の
庶
流
で
、
豊
前
国
下
毛
郡
野
仲
郷
の
地
頭
で
あ
っ
た
野
仲
氏
が
伝
え
た
文

書
群
。
七
通
の
中
世
文
書
と
系
図
が
伝
来
す
る
。
文
書
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
『
大
分
県

史
料
（
８
）
第
二
部 

宇
佐
・
下
毛
諸
家
文
書
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
系
図
は
本
所
架

蔵
謄
写
本
『
野
中
系
図
』（
架
番
号
二
〇
七
五
―
三
二
〇
）
に
同
じ
。
な
お
本
文
書
を
納

め
る
文
書
箱
も
同
じ
く
寄
託
さ
れ
て
い
る
が
、
箱
書
の
記
載
な
ど
か
ら
み
て
、
明
治
二
二

年
（
一
八
八
九
）
に
本
文
書
の
影
写
本
（
架
番
号
三
〇
七
一
・
九
五
―
二
九
）
を
作
成
す

る
た
め
、
東
京
大
学
に
発
送
す
る
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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○
広
津
文
書

　

上
毛
郡
広
津
（
福
岡
県
吉
富
町
広
津
）
に
住
し
て
い
た
田
部
姓
広
津
氏
が
伝
え
た
文
書
。

十
一
月
七
日
付
「
吉
川
元
春
・
小
早
川
隆
景
連
署
書
状
」（
広
津
若
狭
守
充
）、
三
月
十
三

日
付
山
田
隆
長
書
状
（
広
津
若
狭
守
充
）
の
二
通
か
ら
な
る
。
竹
内
理
三
編
『
豊
前
国
古

文
書
』（
四
一
七
一
・
九
一
―
三
二
）
に
収
載
さ
れ
た
広
津
文
書
三
通
の
う
ち
二
通
に
相

当
す
る
。

○
末
久
文
書

　

上
毛
郡
成
恒
名
（
福
岡
県
上
毛
町
成
恒
）
を
拠
点
と
し
た
豊
前
宇
都
宮
氏
の
庶
流
末
久

氏
に
伝
来
し
た
文
書
群
。
左
に
掲
げ
る
三
一
通
か
ら
な
る
。
竹
内
理
三
編
『
豊
前
国
古
文

書
』（
四
一
七
一
・
九
一
―
三
二
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
一
部
に
異
同
が
あ
る
。

①
建
保
五
年
正
月
二
十
二
日
付
「
大
宰
府
守
護
所
下
文
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
二
八
五
号
）

②（
正
嘉
二
年
）
四
月
二
十
四
日
付
「
少
弐
資
能
施
行
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
八
二
一
四
号
）

③
正
嘉
二
年
六
月
十
七
日
付
「
山
田
観
蓮
請
文
」（
鎌
倉
遺
文
八
二
六
〇
号
）

④
弘
長
二
年
十
一
月
日
付
「
蓮
上
申
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
八
九
〇
〇
号
）

⑤
建
治
三
年
十
一
月
日
付
「
豊
前
吉
富
地
頭
代
公
信
重
申
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
一
二
九
二

七
号
）

⑥
建
治
三
年
十
一
月
十
五
日
付
「
六
波
羅
御
教
書
案
」（
鎌
倉
遺
文
一
二
九
〇
四
号
）

⑦
寛
元
元
年
九
月
二
十
一
日
付
「
将
軍
（
藤
原
頼
経
）
家
政
所
下
文
案
」（
鎌
倉
遺
文
六

二
三
七
号
）

⑧
正
安
二
年
閏
七
月
十
二
日
付
「
も
り
さ
ぬ
石
築
地
用
途
請
取
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
〇
四

一
八
号
）

⑨（
乾
元
二
年
）
九
月
十
七
日
付
「
舜
種
覆
勘
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
一
六
〇
一
号
）

⑩
嘉
元
二
年
三
月
十
七
日
付
「
沙
弥
某
召
人
預
状
」

⑪（
貞
永
元
年
）
閏
九
月
十
七
日
付
「
少
弐
資
能
書
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
四
三
八
七
号
）

⑫
貞
永
元
年
閏
九
月
九
日
付
「
大
宰
府
守
護
所
下
文
案
」（
鎌
倉
遺
文
四
三
八
五
号
）

⑬（
正
安
元
年
）
十
一
月
一
日
付
「
義
兼
覆
勘
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
〇
二
〇
四
号
）

⑭（
正
安
二
年
）
閏
七
月
七
日
「
直
兼
書
下
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
〇
五
〇
八
号
）

⑮（
正
安
二
年
）
十
月
十
日
付
「
直
兼
書
下
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
〇
六
〇
三
号
）

⑯（
正
安
二
年
）
十
月
二
十
日
付
「
高
実
書
下
案
」（
鎌
倉
遺
文
二
〇
六
一
六
号
）

⑰（
弘
安
三
年
）
四
月
晦
日
付
「
山
田
政
範
請
文
」（
鎌
倉
遺
文
一
三
九
四
五
号
）

⑱（
弘
安
三
年
）
四
月
二
十
三
日
付
「
西
郷
信
定
和
与
状
」（
鎌
倉
遺
文
一
三
九
三
三
号
）

⑲（
弘
安
三
年
カ
）「
山
田
政
範
和
与
状
案
（
後
欠
）」（
鎌
倉
遺
文
一
三
九
三
四
号
）

⑳（
正
嘉
二
年
カ
）
五
月
三
日
付
「
少
弐
資
能
書
状
案
」（
鎌
倉
遺
文
八
二
五
四
号
）

㉑
正
嘉
二
年
二
月
十
六
日
付
「
関
東
御
教
書
案
」（
鎌
倉
遺
文
八
一
九
〇
号
）

㉒
元
弘
三
年
七
月
十
三
日
付
「
成
恒
政
能
妻
妙
阿
代
家
綱
軍
忠
状
案
」

㉓
同
右

㉔
元
弘
三
年
九
月
三
日
付
「
成
恒
政
能
妻
妙
阿
代
家
綱
軍
忠
状
案
」

㉕
文
安
六
年
七
月
二
十
五
日
付
「
つ
と
め
原
田
地
成
物
書
上
」

㉖
天
文
六
年
四
月
五
日
付「
大
内
義
興
領
知
宛
行
状
」（
戦
国
遺
文
大
内
氏
編
二
九
三
八
号
）

㉗
十
月
二
十
九
日
付
「
龍
崎
隆
輔
・
仁
保
隆
慰
連
署
書
状
」

㉘
天
文
六
年
五
月
十
三
日
付
「
飯
田
秀
興
遵
行
状
」（
戦
国
遺
文
大
内
氏
編
二
九
四
七
号
）

㉙
弘
治
三
年
六
月
二
十
三
日
付
「
田
原
親
宏
官
途
状
」

㉚
天
正
十
年
五
月
二
十
一
日
付
「
高
橋
元
種
袖
判
所
領
安
堵
状
」

㉛
成
恒
氏
系
図

　

以
上
五
家
の
文
書
群
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
撮
影
に
あ
た
り
各
ご
所
蔵
者
よ
り
ご
許
可

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
中
津
市
歴
史
博
物
館
に
は
格
別
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

�

（
尾
上
陽
介
・
井
上
聡
）

39　

西
山
寺
文
書
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
三
年
六
月
二
五
日
～
二
七
日
、
鶴
翼
山
西
山
寺
お
よ
び
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究

セ
ン
タ
ー
（
長
崎
県
対
馬
市
）
を
訪
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
寄
託
の
西
山
寺
文
書
（
一
一
一
点
）

の
調
査
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。

　

本
調
査
は
拠
点
一
般
共
同
研
究
「
対
馬
西
山
寺
関
係
文
書
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
調

査
に
帯
同
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
共
同
研
究
員
の
顧
明
源
・
伊
藤
幸
司
・
程
永
超
・

山
口
華
代
の
各
氏
の
参
加
を
得
た
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
西
山
寺
住
職
田
中
節
竜
氏
の
ご
理
解
を
賜
り
、
対
馬
歴

史
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
調
査
に
も
ご
同
席
い
た
だ
い
た
。
ま
た
山
口
華
代
氏
を
は
じ

め
と
す
る
同
セ
ン
タ
ー
の
各
位
に
も
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
。記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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（
岡
本
真
・
須
田
牧
子
・
川
本
慎
自
）

40　

公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
所
蔵
・
熊
本
大
学
寄
託
「
細

川
家
史
料
」
の
調
査
・
撮
影

　

二
〇
二
四
年
二
月
二
九
日
・
三
月
一
日
の
両
日
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
出
張
し
、
公

益
財
団
法
人
永
青
文
庫
所
蔵
・
熊
本
大
学
寄
託
「
細
川
家
史
料
」
の
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
。

　

対
象
史
料
の
通
番
号
（
熊
本
大
学
文
学
部
附
属
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
熊
本
大

学
寄
託
永
青
文
庫
資
料
総
目
録
』
所
載
）
等
を
次
に
記
す
。

調
査
撮
影
分

19217

神
雑1.74.1	

（
寛
永
十
一
年
）
二
月
十
九
日　

寺
沢
兵
庫
頭
書
状
写�

一
通

19218

神
雑1.74.2	

（
寛
永
十
一
年
）
壬
七
月
朔
日　

本
多
甲
斐
守
書
状
写�

一
通

19219

神
雑1.74.3	

（
寛
永
十
一
年
）
壬
七
月
二
日　

柳
生
但
馬
守
書
状�

一
通

19220

神
雑1.74.4	

（
寛
永
十
一
年
）
壬
七
月
二
日　

細
川
忠
利
書
状
写�

一
通

19221

神
雑1.74.5	

（
寛
永
十
一
年
）
七
月
二
日　

本
多
甲
斐
守
書
状�

一
通

19222

神
雑1.74.6	

（
寛
永
十
一
年
）
壬
七
月
二
日　

細
川
忠
利
書
状
写�

一
通

19597

神
雑1.117.6	�

（
寛
永
八
年
）
壬
十
月
廿
日　

一
昨
日
之
様
子
宮
内
殿
へ�

 

一
言
不
申
入
候�

一
通

19628

神
雑1.121.1	

（
寛
永
十
年
）
卯
月
九
日　

伊
丹
播
磨
守
書
状�

一
通

19629

神
雑1.121.2	

（
近
世
）
九
月
十
七
日　

伺
書�
一
通

19630

神
雑1.121.3	

（
寛
永
十
四
年
）
五
月
四
日　

堀
式
部
少
輔
書
状�
一
通

19631

神
雑1.121.4	

（
寛
永
十
年
）
三
月
十
五
日　

伊
丹
播
磨
守
書
状�

一
通

19721

神
雑1.135.1.1	

（
延
宝
四
年
）
十
月
廿
三
日　

達
書�

一
通

19722

神
雑1.135.1.2	

（
寛
永
十
年
）
三
月
十
九
日　

曽
我
又
左
衛
門
書
状�

一
通

19723

神
雑1.135.1.3	

（
寛
永
十
五
年
）
六
月
十
三
日　

町
人
内
記
書
状�

一
通

19724

神
雑1.135.1.4	

（
慶
安
四
年
）
正
月
廿
一
日　

書
状�

一
通

19849

神
雑1.160.1	

（
寛
永
十
一
年
）
十
一
月
廿
二
日　

稲
葉
内
記
書
状�

一
通

19850

神
雑1.160.2	

（
寛
永
十
二
年
）
十
二
月
五
日　

有
馬
直
純
書
状�

一
通

19851

神
雑1.160.3	

寛
文
四
年
正
月
廿
八
日　

口
上
書
之
事�

一
通

19852

神
雑1.160.4	

（
近
世
初
期
）
正
月
四
日　

書
状
追
而
書�

一
通

19853

神
雑1.160.5	

寛
永
十
五
年
九
月
十
三
日　

覚�

一
通

　

閲
覧
調
査
に
際
し
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
お
よ
び
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
各
位
の
ご

配
慮
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

（
立
石
了
・
林
晃
弘
・
山
口
和
夫
）
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